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 『 職業奉仕月間 並びに 米山月間』によせて 

 

                             国際ロータリー第 2560 地区 

                                         ガバナー 

                                       山﨑 堅輔 (中条 RC) 

   

 

 秋色漸く深まり、実りの秋を迎えております。 

過ぎ去った夏の暑さが懐かしくなってきます。 

それにしても記録的な暑さとゲリラ豪雨、そして台風が各地に残した爪跡は惨憺たるもの

でした。被災された方々に対し心よりお見舞い申し上げます。 

 地球が誕生して以来、今日の地形が形成されるまでの何十億年の間、このようなことが、

どれ位繰り返されて来たことでしょう。そしてこれからも、人類が生きている限り、地震、

風水害に耐えてゆかねばならない宿命を背負っている訳です。 

会長幹事の皆様にはご奉仕ご苦労様です。 

 

 ８月の末に米山奨学生親睦交流会に参加しました。奨学生とカウンセラー、そして地区

委員の皆様との親睦を深めて来ました。 

このような行事に参加することにより、米山記念奨学生の制度そのものが、より身近に感

ずる良い機会となりました。 

設営にご苦労頂いた担当委員の皆様に対し深く感謝申し上げます。 

 

 今月は職業奉仕の月間でもあります。 

職業奉仕に関するロータリーの文献はいろいろございます。この際、どれか一つ紐解いて、

職業奉仕の何たるかを理解すべく、御努力頂くことも意義あることではないでしょうか。 

どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kensuke 
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2013 年 8 月 24 日(土) 新潟市万代シルバーホテルで地区財団セミナーが開催されました。 

セミナーの進行は第一部、各小委員会の財団の現状・方針説明。 

第二部、７箇所の分区毎のワークショップ。今回は初めてのケースとして二部構成よるセミ

ナーを実施しました。 

セミナー開催に先立ち、準備委員会を開き、参加ロータリアンへの「財団活動への理解の推

進」「忌憚のない意見の醸成」を如何に創り上げるか? 渡辺敏彦財団委員長を中心に推考を重ね

ました。 

第一セッションは、「財団寄付金の種類と行方」「グローバル補助金」など初めて財団委員を

経験した方には難しいテーマではありましたが、各担当小委員長の経験を生かしたプレゼンテ

ーションが行われ、理解・興味が深まったと確信しております。 

第二セッションのワークショップは「財団に関する 12 の質問状」を各クラブに送付し、事前

に財団の要諦を意識してもらえる様に工夫しました。これにより「地区財団の方針への協力」

の輪が広がった事。「今後の啓蒙活動」に必要な点も浮き彫りになった有意義なセミナーであっ

たと思います。 

最後に私事ではありますが、過日行われた、2014～15 年度派遣の財団奨学生の選考会で応募

した学生諸子の「応募理由」を拝聴し、その純粋且ひたむきな心情に触れ、目頭が熱くなった

事に思いを寄せ、残された職務を全うするつもりです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kensuke 

2013～14 年度国際ロータリー第 2560 地区 第 1 回ロータリー財団セミナーを終えて 

 

国際ロータリー第 2560 地区 

                                   ロータリー財団補助金委員・ 担当幹事 

                                    須貝 隆 (中条胎内 RC) 
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 去る８月３１日、米山奨学生とカウンセラーの交流会が実施された。当日は山﨑ガバナーをはじめ大

橋委員長のもと、奨学生とカウンセラー３４名と米山奨学委員会等の役員総勢４９名、バス２台の日帰り

研修である。奨学生は台湾、中国、ベトナム、モンゴル、韓国マレーシアなどの学生たちであり、これほ

どの多国籍の人たちと行動を共にすることは私にとってもはじめての経験である。天候が心配されたが

雨の予想が見事にはずれ、晴天に恵まれた中で一路、南魚沼市に向けて出発した。 

  車中ではそこかしこに賑やかな会話が弾み、添乗員で新潟南ロータリークラブ片桐さんのトークに

爆笑しながら稲穂が色付きはじめた田園風景を堪能しつつ、最初の目的地である曹洞宗の名刹、雲

洞庵に到着した。鬱蒼とした樹齢４００年を越える巨木の生い茂る一万坪の境内の参道を進むと、十四

間の本堂の伽藍が現れ、その荘厳さに一同こころを洗われながら静寂な空気に包まれて参拝させて頂

いた。上杉景勝、直江兼続などのゆかりの寺でもあり新潟の歴史の一端に奨学生が触れてもらうにはと

てもいい旧跡地である。散策ののち今度は八海山・泉ビレッジへ。そこでは楽しい昼食タイムが待って

いた。さっそく地ビールや日本酒八海山などを片手にみんなで乾杯。交流の熱気にバーベキューの鉄

板の熱さが加わり会場はヒートアップ。そこに冷たいアルコールは最高ののど越しと満腹感を与えても

らった。各テーブルでは記念撮影や会話が進み、忘れられない楽しいひと時を過ごした。 

  午後からは、八海山醸造第二浩和蔵に向かう。そこでは雪室を利用した目を見張る近代的な建物。

小出の地にこんな素晴らしい施設があるとは知らなかった。日本酒八海山をはじめ新潟県の厳選され

た食材や使いやすそうな食器、台所グッズなどなど、新潟の食文化に対するこだわりの品々が多数販

売されている。これには参加者もお土産として手に取りながら満足な買い物ができたようである。 

  最後の見学場所は、私も以前から拝観したかった越後の名匠・石川雲蝶の代表的な作品のある西

福寺・開山堂。禅宗佛殿構造の建築様式をもつ開山堂の荘厳は、鮮やかな極彩色につつまれた曹洞

宗の開祖道元禅師の故事に由来する彫刻群で埋め尽くされている。その作品はまさに圧巻であり、奨

学生もその素晴らしさに感嘆していた。芸術に対する美意識は国籍を問わず、観るものすべてを魅了

する雲蝶の代表作品である。そして、予定通り日程を終えて、一同帰路に。帰りの車中ではさすがに充

実した一日を過ごしたためか、私は心地よい眠りに誘われて思い出の地をあとにした。 

  私はカウンセラーになって今年で２年目。昨年は都合により参加できなかったが、今年は念願の参

加であった。最後にロータリ―に入会して、このような外国人奨学生との交流という貴重な経験をさせて

頂いた。そのことに心より感謝し、この筆を置きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kensuke 

米山奨学生交流会に参加して 

                    奨学生カウンセラー  

                     武田 真(水原RC) 
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佐々木ガバナー・エレクト事務所開所式 

国際ロータリー第 2560 地区 

2014-2015 年度 地区幹事 

目崎 幸則 (小千谷 RC) 

              

 佐々木ガバナー・エレクト事務所は、去る 8 月 1 日に事務机、通信機器等を備え、事務所をスタート

いたしました。そして 9月 1日（日）には小千谷市のホテル千景で、事務所開所式を行いました。 

 式は、はじめにガバナー・エレクトより 1 年間のガバナー・ノミニー活動内容の報告があり、さらに   

ロータリーへの思いを語られました。 

 続いて山﨑ガバナーからご来賓を代表して励ましのお言葉をいただき、鈴木直前ガバナーからも 

｢万全を期して応援するよ｣という祝辞をいただきました。 

 また中條パストガバナーからは、心温まるロータリーへの思いとエレクトへの期待、応援のメッセージ

をいただき、ガバナースタッフと事務局員の紹介の後、植木パストガバナーの乾杯のご発声にて祝宴

に移りました。 

 当日はガバナー、パストガバナー、ガバナー・ノミニー、3 年度地区幹事、財務委員の皆様、ガバナ

ー補佐、各委員会委員長、担当幹事の皆様、さらに四大大会実行委員長、第6分区会長・幹事様等、

総勢 50 名以上となりました。 

 祝宴は和気藹々の中にも賑やかに行われ、芸子さん方にも張り切ってもらい、最後には東山パスト 

ガバナーの締めにて滞りなく楽しく終了することが出来ました。 

 事務所は開設しましたが、準備万端とはいえず全てこれからという感じであります。 しかし山﨑ガバ

ナー、鈴木直前ガバナーには何かにつけ、ご配慮、ご指導をいただいており、第 6 分区の皆様にも  

ご協力、ご支援をいただきました。ほんとうに心強く思っております。 

 事務局員は 2 名体制ですが、スムーズに運営されるよう努力いたしますので、クラブ事務局はじめ 

皆様のご協力をお願い致します。 

 今後、不十分なところがいろいろあろうかと思われますが、各クラブのご協力、ご支援を切にお願い 

申し上げます。 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

Kensuke 
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第 2 分区 IM「わがクラブの奉仕活動」報告 

 

国際ロータリー第 2560 地区 

第 2分区ガバナー補佐 

新保 清久 (新潟万代 RC) 

 

  第 2 分区の IM が新潟万代 RC の担当で 9 月 7 日（土）午後 1：30 から 150 名のご参加で新潟市

内のホテルオークラで開催されました。お忙しい中、山崎ガバナーからもご臨席していただきました。 

  今年度の第2分区 IMは、「わがクラブの奉仕活動」をテーマに、分区内のクラブがそれぞれ独自で

行ってきた奉仕活動の一端を他クラブに紹介する場としました。 

発表者は、新潟クラブ、新潟東クラブ、新潟南クラブ、新潟西クラブ、佐渡南クラブ、新潟北クラブ、 

新潟中央クラブ、新潟万代クラブの 8 クラブ。 

  各クラブの代表者から約 10 分間という短い時間ではありましたが、海浜清掃、植林・植樹等の緑化

活動、少年野球大会、養護施設への支援等々それぞれのクラブが行ってきた多方面にわたる社会奉

仕活動の様子や、会員増強に成功しているクラブ奉仕活動についても貴重な報告をしていただきまし

た。 

  各クラブとも簡潔にまとめて頂き、参加者から大変分かりやすかったと好評をいただきました。 

第Ⅱ部の懇親会では、おいしいお酒とお料理だけでなく、アトラクションのロータリークイズ大会でも盛

り上がり、自クラブだけでなく他クラブの会員とも大いに親睦を深めることができました。 

最後になりますが、山崎ガバナー始め多くの会員のご出席に感謝しますとともに、発表者の皆様には

大変ご面倒をかけたことをお詫び申し上げます。 

また、準備に時間をかけて素晴しいＩＭにしてくれた万代クラブの IM 実行委員各位並びに一丸となっ

て協力してくれた万代クラブの皆様に心より御礼申し上げて第2分区ＩＭの報告とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Kensuke 
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 9 月 7 日、柏崎メトロポリタン松島に於いて恒例の第 5 分区ＩＭが柏崎中央ＲＣをホストに

開催された。これには山﨑堅輔ガバナー、鈴木重壱パストガバナー、記念講演の渡部翔子先生

を来賓としてお迎えし、10 時半に第一部が開会された。 

冒頭、ホストクラブ吉越俊昭会長は２００名の登録を頂いた第 5 分区の各会員に歓迎の意を表

した。 

 小林勇ガバナー補佐は、今日のＩＭは全てに於いて楽しんで元気が出る内容として開催して

いることを強調し、情報交換と友情拡大の一日にと望んだ。 

挨拶に立った山﨑ガバナーは、INTERCITY・MEETING の語源に触れ、今日の会合が第 5 分

区各クラブにとって意義のある一日に、と指導激励を頂いた。 

続いて記念講演に入り、現在日本三代芸妓の一つである古町芸妓をテーマとした映画製作に

取り組んでいる若き女性映画プロデューサーの渡部翔子先生より「日本初！日米合作映画で地

域振興」と題してご講演。新潟の文化、景色、食などハリウッドでの最新設備で撮影して世界

に発信するという希望溢れる内容に参加者も大いに関心を持って拝聴した。 

 第一部の最後には、次期開催ホストクラブである長岡ロータリークラブの佐藤現会長、和田

次年度会長、南雲ガバナー補佐エレクトがアピールを行った。第二部は、オープニングとして

元気いっぱいの「東京ガールズ」５名によるチアリーディングにより会場一体となった盛り上

がりでスタートした。 

 乾杯の後、柏崎中央ＲＣのメンバーによる特別料理として「全国どんぶり選手権」で見事グ

ランプリを獲得した「鯛茶漬け」を、実際の中心メンバーである中央ＲＣの割烹を営む若手会

員２名を中心に会場へと振る舞った。他にも鯛笹めし、同会員がバーテンダーとなって作るカ

クテルなど様々なオプションで参加者をもてなし、いずれも「おいしい」と評判であった。 

宴は地元バンドによるビートルズナンバーをＢＧＭとしながら賑やかに会話も弾んで、分区

内の懇親を大いに深めることが出来た。 

 吉田副実行委員長の閉会挨拶の後、恒例の「手に手つないで」の大合唱にて閉会。途中退場

者も無く、最後まで楽しんでいただいたＩＭでした。 

 ご参加いただいた第 5 分区内ロータリアンに心より感謝いたします。 

   

 

 

 

 

 

  

Kensuke 

第 5 分区 I・M が楽しく賑やかに開催！ 

国際ロータリー第 2560 地区 

第 5分区 ガバナー補佐 

小林 勇(柏崎中央 RC) 

 

                                    

 



- 8 - 

 

 

帰国報告会・受入学生説明会 開催報告 

国際ロータリー第 2560 地区 

青少年交換委員長 

倉茂 章(頸北 RC) 

 

青少年１年・夏期交換学生帰国報告会及び１年受入学生オリエンテーションが、9月8日（日）

まちなかキャンパス長岡にて、山﨑ガバナー、佐々木ガバナーエレクトをはじめ総勢 41 名の参

加者で開催されました。 

帰国報告会では、先ず、今年度ドイツに短期交換留学を終えた４名の学生より帰国報告がさ

れ、その後、１年交換帰国学生３名より報告がありました。それぞれに、成長した姿をみせく

れました。特に、１年交換帰国学生には、各段に向上したプレゼンテーション能力に感心させ

られました。この学生たちは、今後、青少年交換学友（ROTEX）として、ロータリー活動に関わ

っていくことになります。留学を単なる良い思い出だけにせず、「超我の奉仕」の精神を我々と

伴に学んでいく機会として活動をさせていきます。 

 受入学生オリエンテーションでは、今年度ブラジルから来日の新発田ロータリークラブがホ

ストを務めるメリッサ・ナオミ・ハセガワさんより自己紹介があり、その後、交換学生心得の

説明、ホスト関係者への説明を行いました。交換学生心得では、ロータリー青少年交換は単な

る語学研修や観光旅行ではなく、親善大使としての役割があることを確認しました。  

 また、ホスト関係者へは、ホストファミリー任せにせず、クラブ全体としてこの事業に取り

組むことの大切さについて申し上げました。 

 ロータリーの青少年交換は、学生の命を預かる大きな責任を伴う事業です。そための危機管

理も厳格に行われます。この事業の参加者は煩雑な事務作業も伴い、関係者のご苦労は大変な

ものがございます。まさに「超我の奉仕」を実践されている方々です。"He Profits Most Who 

Serves Best."（最もよく奉仕する者、最も多く報いられる）ロータリーの公式標語にもありま

すが、この尊い奉仕活動から大きな収穫が得られることを祈念し、報告とさせて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kensuke 
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平成２５年９月２５日             
 
ガ バ ナ ー 各 位              

ロータリー文庫運営委員会 
委 員 長      戸 田 一 誠 

 
拝 啓 
初秋の候、貴ガバナーはじめスタッフの皆様には益々ご健勝にてご活躍の事とお慶び申し上げ
ます。また常々文庫へのご協力を心から感謝致しております。 
このたびは、下記１１点をご紹介いたしますので「ガバナー月信」にご掲載下さるようお願い
致します。 
なお今後ともご活躍とご成功を心からお祈り致しております。 

敬 具 
 
追 伸 下記ご掲載の場合は［申込先］もご記載下さるようお願い致します。 
 

 文 庫 通 信（313号）  

   
   ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された 皆様の
  資料室です。 
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に 
 備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、 
 絶版資料についてはコピーサービスも承ります。 
 また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の
 「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。 
 

ロータリー最近の文献より 

 
◎「われらは地球の相乗り客」 ジョージ・ミーンズ 1970 1（D.365月信） 

◎「どこに差があるか？」  ジェームズ・コンウェイ  1970 1p（D.365月信）           

◎「ロータリーの魅力は童心と微笑」 塚本義隆 1970 1p （D.365月信）              

◎「ホームクラブへ出席がなぜ大切」 塚本義隆 1970 1p（D.365月信） 

◎「ロータリーの目的は４つある？」 本田博己 2013 2p（D.2840月信） 
◎「『奉仕の理想』ってどういう意味？ そして、『超我の奉仕』とはどういう関係？」  

   本田博己 2013 4p  （D.2840月信） 
◎「職業奉仕とロータリーの魅力」 大迫三郎 2013 2p（D.2730月信） 
◎「会員増強月間」 沖田哲義  2013 1p （D.2710月信） 
◎「幹事心得10箇条」 岡村泰岳  2013 1p （D.2720地区協議会プログラム） 
◎「ロータリー徽章に隠された秘密」 山本正治 2013 2p （ロータリーこぼれ話） 
◎「国際貢献と二つの奉仕理念 石井良昌〔2013〕 9p（2680地区研修セミナー講演集） 
                           

                                           ［上記申込先：ロータリー文庫]            

  ロータリー文庫  

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階 
  TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506    http://www.rotary-bunko.gr.jp 

開館＝午前 10 時～午後 5 時  休館＝土・日・祝祭日 
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第2560地区　2013-14年度　8月末　会員数および出席報告

7月1日

現在

8月末

会員数
うち女性 増減

7月1日

現在

8月末

会員数
うち女性 増減

第1分区(9クラブ) 86.93 345 346 35 1 第5分区(７クラブ) 88.41 300 306 30 6

新発田 3 97.15 85 85 0 0 長岡 3 90.12 37 40 2 3

村上 4 78.91 32 32 6 0 柏崎 3 94.33 47 47 0 0

水原 3 82.10 26 26 1 0 長岡東 3 88.24 63 65 7 2

中条 3 86.46 31 32 3 1 柏崎東 3 96.97 44 44 4 0

新発田城南 4 87.10 42 42 6 0 栃尾 3 72.00 25 25 0 0

豊栄 3 92.30 26 26 4 0 長岡西 3 87.31 44 45 5 1

新発田中央 3 90.54 50 50 5 0 柏崎中央 3 89.89 40 40 12 0

中条胎内 4 84.49 29 29 5 0 第6分区(6クラブ） 83.47 148 148 6 0

村上岩船 3 83.33 24 24 5 0 十日町 4 91.93 32 32 0 0

第2分区(9クラブ) 85.55 405 421 17 16 小千谷 4 86.84 38 38 3 0

新潟 3 88.62 83 89 0 6 雪国魚沼 3 72.20 21 21 1 0

新潟東 4 86.09 53 54 4 1 十日町北 3 93.93 22 22 1 0

新潟南 3 81.95 85 90 0 5 津南 4 80.21 24 24 1 0

佐渡 4 87.50 12 12 0 0 越後魚沼 3 75.70 11 11 0 0

新潟西 4 83.84 32 33 1 1 第7分区(9クラブ) 82.89 302 302 27 0

佐渡南 3 80.57 42 44 5 2 高田 4 92.19 58 58 1 0

新潟北 3 80.06 36 36 0 0 直江津 3 76.35 37 36 2 -1

新潟中央 3 92.75 23 24 1 1 新井 3 83.33 29 30 3 1

新潟万代 3 88.60 39 39 6 0 糸魚川 4 79.83 36 37 1 1

第3分区(6クラブ) 81.58 138 138 8 0 妙高高原 3 100.00 4 3 0 -1

新津 3 70.52 25 26 1 1 高田東 4 77.62 38 38 3 0

村松 3 80.00 9 9 0 0 糸魚川中央 4 78.91 33 33 0 0

五泉 3 87.83 21 21 3 0 頸北 3 76.20 15 15 1 0

白根 4 81.40 43 43 2 0 越後春日山 4 81.55 52 52 16 0

新津中央 3 82.23 31 30 1 -1

阿賀野川ライン 3 87.50 9 9 1 0

第4分区(11クラブ) 82.18 352 357 17 5 クラブ

三条 3 81.28 54 56 0 2 人

燕 4 69.29 25 27 0 2 人

加茂 4 78.12 31 32 5 1 人

三条南 3 92.58 44 43 0 -1 人

分水 3 78.16 29 29 2 0 ％

見附 4 80.00 18 18 1 0

吉田 4 87.80 33 33 1 0

三条北 3 81.69 71 71 3 0

巻 3 83.30 11 11 0 0

田上あじさい 3 77.70 6 6 1 0

三条東 4 94.07 30 31 4 1

R　C
例

会

数

出

席

率

会　員　数　

R　C
例

会

数

出

席

率

会　員　数　

クラブ数 57

7月1日　会員数 1,990

当月平均出席率 84.41

8月末 
会員数 2,018

女性会員数 140

純増減会員数 28

Kensuke 
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ROTARY INTERNATIONAL 

DISTRICT 2560 

〒959-2627 新潟県胎内市野中 490-3 新和ヒルズ 2Ｆ 

℡0254－28－8822 ＦＡＸ0254－28－8826 

E-mail:k.yamazaki@rid2560niigata.jp 
 

国際ロータリー第2560地区 山﨑ガバナー事務所 


